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新しい年度が始まり、あっという間に４月も終わろうとしています。１年生は初めての中学校生

活に少しずつ慣れ、緊張が和らいで明るく授業に取り組んでいます。教科ごとに先生が変わる授業

スタイルにも、前向きな姿勢で取り組んでいる様子が見られます。２年生は新しいクラスメートと

ともに、新たな人間関係を築きながら毎日を楽しく過ごしています。３年生は学校のリーダーとし

て、入学式の準備や生徒会の活動などを通じて、頼もしい姿を見せてくれました。５月には各学年

で宿泊行事や校外学習などが予定されており、生徒たちは仲間と協力しながら準備に励んでいます。

新学期が始まってからの３週間、どの生徒もそれぞれの立場で充実した毎日を過ごしています。 

 

今年、本校は創立 79 年目を迎えます。これまで培ってきた伝統を大切にしながら、今年度は以

下の７つの方針を中心に教育活動を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

中でも「確かな学力の保証」については本校が常に大切にしている目標であり、今年度も生徒が

主体性を発揮し「学び」を進めることや、互いに高め合う「学び合い」の文化を全ての教育活動に

浸透させ、より質の高い授業の実現を目指します。これまで伝統的に大切にされてきた「学び」や

「学び合い」の質を高めていくためには教師の研鑽が必要不可欠です。 

そのため今年度は教師の研鑽をさらに磨く場として「研究」を柱とした学校づくりを進めてまい

ります。生徒一人一人がもつよさや魅力を引き出し、充実した今の生活と将来の生活を創造する資

質・能力をいかにして生み出すか、「研究」を通して誠実に向き合うことで生徒の充実した毎日を支

えることができると考えております。保護者の皆様と連携を密にして、その成果を検証し昨年度よ

り一歩前へ進んだ教育を進めていきます。本年度も、どうぞよろしくお願いいたします。 

附属札幌中学校の教育

〈１年生 新たな仲間との給食〉 〈２年生 授業の様子〉 〈３年生 総合「リレイト」の様子〉 

(1) 同僚性を発揮した学校経営 

(2) 確かな学力の保証 

(3) 豊かな人間性の育成と生徒指導の充実 

(4) 健やかな体の育成 

(5) GIGAスクール構想の実現 

(6) 地域・保護者から信頼される学校づくり 

(7) 大学の附属学校としての学校づくり、特色化に向けた取組 



 

不便と非効率 

ふじのめ学級主任 菅原 祐司 

特別支援の世界では、昔からお金の学習がとても重要な内容でした。なぜなら、社会に出たときお金のこ

とが分からないと困るからです。 

しかし、時代は変わり、紙幣や硬貨を直接ではなく、PAYPAYやWAONなど、デジタル上で支払いがで

きるようになりました。チャージさえしておけば、お金が分からなくても物が買えて、支払いが一人でできるよ

うな便利さは、特に特別支援の世界にとって救いとなる素晴らしい変化でした。 

一方で、便利さによって失われたことがあります。それは、不便さの中でのみ学べることが学べなくなった

ことです。お金に関して言えば、紙幣や硬貨の分別を通して、金種の理解や同等や多寡の理解、実際のお金

と実際の商品を並べることで等価関係の理解、金額に合った硬貨をそろえることで値段に対する価値の理

解などを学ぶ機会がなくなりつつあります。デジタルで処理できる便利さが、かえって学ぶ機会を奪い、人に

よっては育てるべき力を阻害する不便さがあるのです。 

考えてみると、私たちが、グーグルアースで家に居ながらにしてベルサイユ宮殿に旅行できるということ

と、実際にパリまで行って旅行中に肌身で感じるということとは、大きな違いがあります。にも関わらず、バー

チャルやデジタルで経験したことを現実だと思ってしまう人も多くいるのです。特別支援の人たちは、実際の

経験が少なかったり、学習したことが積み重なりにくかったりする人が多いという特徴があります。不便さが

あるからこそ、実際に目で見て、耳で聴いて、手で触れ、感じて初めて育つ力があり、それを必要としている

人がいるという事実があるということを忘れてはいけないのではないでしょうか。そのことを最近強く感じま

す。 

また、学校に来ることは非効率的です。移動に時間がかかり、全てを個に合わせて学習できるわけではあ

りません。家でリラックスした状態で zoomによる学習の方が無駄なく効率的と言えるかもしれません。何よ

り楽です。では、なぜ学校に来て学ぶのか。色々な側面や考え方があると思いますが、その一つには対人関

係を学ぶという側面があると思っています。zoomでは空気感を共有することができません。ある人が話して

いる時に知ることができる情報には、画面だけの情報では不十分です。限られた情報の中で正確に状況を

つかめるほど、人間は進化していないのではないでしょうか。非効率的な実際の経験によってしか得られな

いものの中に、真の学習が潜んでいるとも言えます。 

さて、D組との今年度の給食交流が始まりました。D組には言葉での理解が難しかったり、集団行動が苦

手だったり、どう接したらよいかわからないといった不安を抱えている人もいます。しかし、それは人の特性で

あり、千差万別で人それぞれなので、特別支援学級の生徒に限らないことだと思います。せっかく同じ附属

中学校という、実際の場所だからこそ出会えた色々な人と接することが、他者を理解することやお互いに理

解することの一歩目であり、ともに学ぶ仲間として D組も一緒に活動できたらうれしいです。そんな時、「〇

〇してあげる」という視点ではなく、この人はどんな人なのか、何が好きで何が苦手なのか、興味をもって接

してもらいたいです。もちろん、その場にそぐわないことをしていたら、他の人と同じように指摘してください。

また、その中で困ったら周りの先生方や私たち特別支援学級の先生方に質問してみてください。そこにいな

ければ学べないこと、不便であり、非効率的な中にある本当の学びを、今年度も一緒に創っていけたらと思

います。 

 

 

 



■授業参観、各学年・学級 PTA懇談会                                     

14日（月）に全学年の授業参観、学年・学級ＰＴＡ懇談会を開催

しました。多数の御参加と駐車の御協力、誠にありがとうございま

した。４月の学年ＰＴＡ懇談会では、教育概要説明、各学年主任か

ら学年運営についての方針等について御説明いたしました。次回の

授業参観は６月３日（火）午後を予定しております。郊外への行事

を通して生徒の成長の様子についてお伝えできればと考えておりま

す。多くの保護者の皆様に御参加いただけますと幸いです。 

■生徒会入会式・承認式                                        

17日（木）には、生徒会入会式・承認式が行われました。前期の

各委員長からのあいさつでは、活動の目的を確認し、よりよい学校

生活のために何ができるかという視点で決意が述べられていまし

た。 

■部活動について                                          

26日（土）の午前中に、部活動結成集会が行われま

した。今年度は以下の六つの部が開設されることにな

りました。 

 

 

 

 

本校の部活動は、広域通学により帰宅時間が遅くな

ることから、平日には行わず、土・日・祝日に一日３時

間程度活動します。また、健康と安全を考えて２週間

に一度休養日を設定しております。活動時間は限られていますが、その中で一人一人が目標をもち、

活動を通じて成長することができるよう指導して参ります。本校の部活動は来年度（令和８年度）

内で活動を終えることとなっております。現 1年生は来年度までの部活動になります。 

■「共創の学校」の理念に基づいた PTA活動が始まりました                               

 同じく 26日（土）の午後には、ＰＴＡ総会・ふじづる会総会が開催され、令和７年度のＰＴＡ活

動が正式に始まりました。また、第１回の各常務委員会も行われました。委員を引き受けていただ

いた皆様、改めまして感謝申し上げます。 

本校ではこれまで以下のような「共創の学校」の理念に基づき、保護者と教職員が力を合わせて

教育を行ってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

今年度も、ＰＴＡの役員・委員、ふじづる会の役員の皆様を中心に、会員の皆様と協力しながら、

子どもたちのためによりよい教育を創り上げていきたいと考えております。また、保護者の方々と

関わることは子どもたちにとって多くを学ぶ場にもなります。学校行事等、様々な場面への御参画

をお待ちしております。今年度も御理解と御協力のほどよろしくお願いいたします。

「共創の学校」の理念とは  
・子どもたちが生き生きと、喜びをもって学びの場に臨み、「活動的で、協働的で、自己理解に基づ

いた学び」を中心に、自らの学びを創り上げる学校。 

・子どもの「学び」に関わる生徒、教師、地域・社会の人々が有機的につながり、「子どもの学びの

姿」を中心に、学び合い、高まり合い、相互に機能していくことのできる場としての学校。 

・サッカー ・ソフトテニス ・卓球  

・バスケットボール ・バドミントン ・美術  

〈承認式で決意を述べる様子〉 

〈２年生保護者インタビュー活動の様子〉 



 

日（曜日） 行事等の予定 下校バス時刻（予定） 

1（木）  １６：２０ 

２（金） QU検査／D組給食交流 １６：２０ 

３（土） 憲法記念日                          ※部活動可  

４（日） みどりの日                           ※部活動可  

５（月） こどもの日                           ※部活動可  

６（火） 振替休日                            ※部活動不可  

７（水） 3年修学旅行結団式／３時間後給食 （3年）15：00（１・２年）１６：２０ 

８（木） 3年修学旅行 （１・２年）１６：２０ 

９（金） 3年修学旅行／D組給食交流（１・２年） （１・２年）１６：２０ 

1０（土） 3年修学旅行                        ※部活動可  

1１（日）                   ※部活動可  

1２（月） ３年回復日 （１・２年）16：20 

1３（火） ３年修学旅行解団式／放）議長会・書記会 1６：20 

1４（水） 【研究日】／１年耳鼻科検診 1６：10 

1５（木） 【職員会議】／議案審議学活 1５：10 

1６（金） 
「学校教育の実践と省察」観察実習 

学習・生活アンケート／D組給食交流 
16：20 

1７（土） 附属花プロジェクト（10:00～）          ※部活動不可  

１８（日）                                     ※部活動可  

１９（月） PTA役員会②／委員会・専門局会 1６：20 

2０（火） ２年宿泊学習結団式／３時間後給食 （２年）15：00（１・３年）１６：２０ 

2１（水） ２年宿泊学習 （１・３年）１６：２０ 

2２（木） ２年宿泊学習 （１・３年）１６：２０ 

2３（金） ２年臨時休業日／D組給食交流（１・３年） （１・３年）１６：２０ 

2４（土）                                     ※部活動可  

2５（日）                                     ※部活動可  

2６（月） ２年宿泊学習解団式／１年眼科検診 16：20 

2７（火） １年校外学習結団式／３時間後給食 （１年）15：00（２・３年）１６：２０ 

２８（水） １年校外学習 １６：２０ 

２９（木） 【研究日】１年校外学習解団式／放）生徒総会リハーサル １６：1０ 

30（金） 生徒総会／D組給食交流 １６：２０ 

31（土） ※部活動可  
 

                 ５月の行事予定 


